
 

 

 

 

 
 
 

 
 
 

誰でも簡単に多言語伝達 GIGA端末をフル活用して教員業務を軽減します

日本語＋9言語（2023.12月現在、2024.4月ダリ語・パシュトウ語を追加予定）



茨城県常総市　集住地域　全校導入 
茨城県南部に位置し、平成初期から工場勤務の南米人が集住。人口約61,000人に対し外国人は約6,200人で1割を超え
る。外国人との共生を推進する施策をとり、県内唯一の公立夜間中学校も設置されている。 
これまで特定地域に居住していた外国人は、多国籍化と職業の多様化により現在は市内広範囲に居住、イスラム圏住民の
増加も目立ち、モスクを中心にコミュニティも形成され、それに伴い学校に在籍する子どもも一層多様化している。 
格差ない教育を目指す現市長の提案により、市が管理する全教育機関（市立小中学校18校と市立幼稚園2園）にR5年度
E-Traノートが導入された。市内全校への導入は「教員が異動しても同様の支援が継続できること」「在籍数の違いによ
り支援に格差をつくらない」という教育委員会の意向でもある。 

愛知県半田市　準集住地域　部分導入 
愛知県南部に位置し、長らくブラジル人を中心とした工場労働者が多く居住、人口約117,400人に対し外国人約4,770人
（約4％）の準集住地域である。2014年頃からベトナム人等が増加するなど多国籍化が進み、学校現場は南米系の子ど
もに加えアジア系の子ども支援の必要性に迫られてきた。 
国際教室教員の要望でR3度1校に導入。「必要なとき教員自身で多言語連絡できる」「担任が使えば国際教室の日本語指
導時間も確保できる」など成果がNHKのニュース番組でも特集された。 
外国人児童生徒教育に積極的な市教育委員会は、今年度より初期指導教室の運営も開始し支援制度を再構築、R5年8月ま
でに更に4校でE-Traノートを追加、外国人保護者対応を強化している。また、9月の教務主任会にてE-Traノート活用に
む向けてのE-Traノート活用に向けての説明会を実施、2023.12月末現在10校以上が導入を検討中である。 


